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発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話４４－２７７３ 

会長 水流信雄     主事 久永行雄   職員 森園美鈴 

新調されたハッピで地域特産品販売と PR 活動 

八
重
山
高
原
星
空
物
語
へ
出
店 

平
成
二
十
八
年
度
薩
摩
川
内
市
活
性
化
補
助

金(

基
本
コ
ー
ス)

を
利
用
し
て
、
大
馬
越
地
区
の

景
勝
地
・
特
産
品
及
び
伝
統
芸
能
踊
り
を
写
真
入

で
新
し
く
ハ
ッ
ピ
を
新
調
い
た
し
ま
し
た
。
襟
と

袖
の
色
は
、
し
そ
っ
ぷ
物
語
の
ジ
ュ
ー
ス
の
色

で
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
大
馬
越
地
区
のP

R

に
な

る
よ
う
作
成
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
八
月
七
日(

日)

入
来
八
重
山

高
原
星
空
物
語
に
出
店
し
特
産
品
・
焼
餅
・
ふ
く

れ
菓
子
を
販
売
し
、
売
れ
行
き
は
早
々
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
ハ
ッ
ピ
を
大

事
に
し
、
特
産
品
の
販
売
及
び
伝
統
芸
能
は
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
れ
ま
せ
ん
。 

会
員
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
ご
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
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車椅子での独唱リサイタル 

(城ヶ峰 繁氏) 

 

 

宮
田
ヶ
原
遊
々
サ
ロ
ン
会
員
に
よ
る
七
夕
作
り 

七
月
二
十
八
日(

木)

午
前
中
に
大
園

礼
子
宅
に
て
、
宮
田
ヶ
原
遊
々
サ
ロ
ン

の
中
で
七
夕
作
り
を
会
員
十
三
名
に
よ

り
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
手
作
業
で
細

か
い
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

楽
し
く
仲
良
く
わ
い
わ
い
語
り
な
が
ら

と
て
も
立
派
な
七
夕
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
当
日
は
山
之
口
あ
じ
さ
い
サ
ロ

ン
代
表
の
谷
口
ヨ
ツ
子
さ
ん
も
応
援
に 

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
指
導
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
日
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
早
速
代
表
の
礼
子
氏
と
副
代
表
の
忠
英
氏

で
コ
ミ
セ
ン
の
玄
関
に
設
置
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
の
名
札
に
は
コ
ミ
セ
ン
が
繁
栄
し

ま
す
よ
う
に
、
コ
ミ
セ
ン
頑
張
れ
と
い
う
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
事
務
局
も
感
激

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

大馬越地区合同サロン会開催 ９月１４日(水)午前１０時 

   場所  大馬越地区コミセン屋外ステージ 

出演者 城ヶ峰 繁氏 独唱リサイタル 

大
馬
越
地
区
サ
ロ
ン
は
、
現
在
四
つ
の
サ
ロ

ン
が
公
民
館
や
自
宅
で
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
し

な
が
ら
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
九
月
は

初
め
て
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
場
所
は
晴
天
の
場
合
に
は
、
コ
ミ
セ
ン
屋

外
ス
テ
ー
ジ
を
使
用
し
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
城
ヶ

峰
繁
さ
ん
に
よ
る
独
創
リ
サ
イ
タ
ル
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
サ
ロ
ン

会
員
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
地
区
内
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
城
ヶ
峰
さ
ん
は
、
重
度
の
障
が
い

者
で
あ
り
な
が
ら
は
県
内
各
地
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
出
演
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
是
非

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
開
演
は
午

前
十
時
か
ら
で
す
。
別
紙
案
内
チ
ラ
シ
参
照 

な
お
、
当
日
は
友
情
応
援
と
し
て
こ
だ
ま
の

会
及
び
生
き
生
き
健
康
体
操
の
皆
さ
ん
も
出
演 

し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
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山之口自治会棒踊り・獅子舞  大馬越自治会太鼓踊り郷土芸能奉納される 

七
月
三
十
一
日(

日)

午
前
十
時
コ
ミ
セ
ン
に
て
初
庭
打
ち
か
ら

始
ま
り
地
元
住
民
の
見
守
る
中
で
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
連
日
の
猛
暑
続
き
で
踊
り
子
は
、
汗
だ
く
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
後
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
、
階
段
の
き
つ
い
山
中
に

あ
る
鷹
子
神
社
へ
と
移
動
さ
れ
、
郷
土
芸
能
太
鼓
踊
り
を
宮
司
及

び
関
係
者
の
見
守
る
中
で
、
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
き
ん
か
ん

の
里
、
山
之
口
交
流
館
等
で
踊
ら
れ
午
後
三
時
に
終
了
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
為
に
、
一
週
間
ほ
ど
コ
ミ
セ
ン
で
練
習
さ
れ
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
十
二
名
で
伝
統
芸
能
を
継
続
す
る
た
め
の

練
習
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
保
存
会
を
中
心
に
、
後
継
者

育
成
を
図
り
な
が
ら
継
続
さ
れ
ま
す
。 

同
じ
日
に
、
山
之
口
自
治
会
に
よ
る
棒
踊
り
を
十

名
に
よ
り
鷹
子
神
社
に
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
踊
り

の
サ
ア
ー
・
サ
ア
ー
の
掛
け
声
に
意
気
投
合
し
五
穀

豊
穣
祈
願
と
し
て
奉
納
さ
れ
、
そ
の
後
獅
子
舞
が
登

場
し
、
意
地
悪
な
牛
を
退
治
す
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊

り
も
披
露
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
大
馬
越
自
治

会
と
同
様
後
継
者
育
成
に
大
変
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。 

是
非
、
伝
統
芸
能
と
し
て
継
続
さ
れ
る
よ
う
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
二
自
治
会
と
も
、
暑
い
中
で
の

踊
り
で
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

大
馬
越
自
治
会
太
鼓
踊
り 

山
之
口
自
治
会
棒
踊
り
と
獅
子
舞
踊
り 

当日踊りにご支援いただきました関係者に感謝 

大馬越地区 3 自治会郷土芸能につきまして

は、今回のハッピの背中にカラーで表現して

あります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修終了後、国の重要 

文化財視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおまごえ森の学校推進員(小学校閉校跡地利活用推進委員)による先進地研修

こ
の
よ
う
な
中
で
、
小
学
校
が
閉
校
さ
れ
た
の
を
期

に
交
流
・
支
え
合
い
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
区
社
協

を
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

元
小
学
校
を
「
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
絆
」
と
命
名
さ

れ
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
て
改
修
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
管
理
は
自

治
会
で
、
運
営
は
地
区
社
協
で
委
託
金
な
ど
を
活
用

し
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
災
害
時
の
宿
泊
体
験
施
設
の
取
り
組
み
。 

 

一
泊
二
食
付
き 

・
高
齢
者
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
健
康
体
操
・
筋
ト
レ
・

口
腔
ケ
ア
ー
等
実
施
後
、
昼
食
会
を
毎
月
開
催
さ
れ

て
い
る
。 

・
地
域
の
四
箇
所
の
公
民
館
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ(

お
茶
会)

の
実
施
こ
の
時
に
、
会
員
か
ら
つ
ぶ
や
き

カ
ー
ド
を
作
成
し
、
悩
み
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に

し
、
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム 

・
移
動
ス
ー
パ
ー
が
社
交
の
場 

こ
の
よ
う
に
、
多
彩
な
取
り
組
み
を
さ
れ
全
国
か
ら

視
察
者
が
あ
り
、
中
で
も
社
協
の
会
長
及
び
書
記
さ

ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
自
治
会
が

し
っ
か
り
と
し
た
支
援
対
策
が
執
ら
れ
て
お
り
、
市

も
そ
れ
な
り
の
支
援
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
協
と
し
て
は
、
今
後
市
・
教
育
委
員
会
の
動
向

を
見
て
利
活
用
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。 

七
月
二
十
七
日(

水)

お
お
ま
ご
え
森
の

学
校
推
進
委
員
に
よ
る
学
校
閉
校
跡
地

利
活
用
の
先
進
地
研
修
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
二
十
七
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
目
的
は
大
馬
越
小
学
校

の
閉
校
後
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め

に
熊
本
市
下
矢
部
西
部
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。 

場
所
は
、
山
間
部
の
中
に
位
置
し
、
道
路

も
極
端
に
狭
く
、
平
成
十
七
年
に
町
村
合

併
し
、
同
時
に
学
校
や
農
協
が
統
廃
合
さ

れ
、
若
年
層
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い

る
地
域
で
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
の
会
長
さ
ん
は
、
郵
便
局
長
時
代
か

ら
十
年
後
は
、
高
齢
化
が
進
み
過
疎
化
は

進
行
し
福
祉
意
識
の
高
揚
を
高
め
る
必

要
性
を
日
頃
か
ら
住
民
に
説
明
を
さ
れ
、

必
ず
福
祉
の
時
代
が
到
来
す
る
と
い
い

続
け
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 



 
【本庁財産活用推進課の職員による説明】 

 当日は、委員から 3名の方から質問があり 

ましたが、今後各地区コミを説明後取りまと 

めされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
庁
財
産
活
用
推
進
課
出
前
講
座
開
催 

第３回大馬越地区コミュニティ協議会運営委員会結果について 

八
月
三
日(

水)

運
営
委
員
会
開
催
前
に
、
本
庁

財
産
活
用
推
進
課
よ
り
、
今
後
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
、
出
前
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。 

高
度
経
済
性
成
長
期
に
多
く
の
公
共
施
設
が
整

備
さ
れ
、
国
・
県
を
始
め
、
本
市
に
お
い
て
も
同

様
な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
施

設
の
統
廃
合
や
、
普
通
建
設
事
業
費
と
維
持
補
修

費
の
規
模
の
見
直
し
、
更
に
は
人
件
費
の
削
減
な

ど
を
取
り
組
み
事
業
の
見
直
し
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
市
民
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
募
り
公
共
施
設
再
配
置
計
画(

仮
称)

が
策
定
さ
れ
る
行
程
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

第
三
回
コ
ミ
協
運
営
委
員
会
が
、
八
月
三

日(

水)

本
庁
出
前
講
座
が
終
了
し
て
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
こ
れ
ま
で
の
各

部
会
の
取
り
組
み
報
告
が
あ
り
、
協
議
事
項

の
本
年
度
の
地
区
文
化
祭
を
ど
う
す
る
か

を
議
論
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
各
自
治
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
表
を
配
布
し
、
集
約
し
た
結
果
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
先
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
自
治
活
動
健
康
福
祉
部
会
に
て
、
議
論

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
部
会
で
は
本
年
度
中

止
し
、
次
年
度
盛
大
に
実
施
し
た
ら
と
の
調

整
を
図
り
、
第
三
回
運
営
委
員
に
諮
問
し
た

結
果
、
部
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
本

年
度
は
中
止
す
る
こ
と
と
決
定
を
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
た

結
果
、
回
答
率
が
五
十
％
に
満
た
な
か
っ
た

こ
と
は
、
文
化
祭
に
対
す
る
認
識
度
が
薄
れ

か
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
文
化
祭
に
対
す
る
自
由
意
見
と
し

て
沢
山
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。
特
に
高
齢
者
か
ら
の
意
見
と
し
て
は

継
続
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

一
方
本
年
度
文
化
祭
開
催
予
定
し
て
、
予

算
計
上
い
た
し
ま
し
た
二
十
万
円
は
、
運
営

委
員
会
に
て
、
次
年
度
へ
の
繰
越
金
と
し
て

処
理
し
、
次
年
度
小
学
校
閉
校
記
念
行
事
と

し
て
予
算
を
上
乗
せ
し
な
が
ら
盛
大
に
開
催

で
き
た
ら
と
企
画
し
て
参
り
た
い
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
自
主
講
座

で
練
習
さ
れ
て
い
る
会
員
に
は
、
次
年
度
出

演
に
向
け
て
更
な
る
研
鑽
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

アンケート調査集計結果 

配布世帯 ２３２世帯 

回収世帯  ９８世帯 

回収率 (４２．２％) 

本年度の文化祭開催について 

①従来どおり地区で開催してほしい       １０世帯 

②スタッフを自治会要請し開催してほしい    １６世帯 

③学校閉鎖もあるが、地区独自で継続してほしい ２２世帯 

③毎年開催は、大変であるので中止しても良い  ２６世帯 

④地区での開催はしないで、入来地域合同で開催 ２６世帯 

平成二十八年度 大馬越地区文化祭については 中止決定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙ハッピ紹介 

※平成２８年度薩摩川内市活性化補助金(基本コース)を活用して新規にハッピを新調いたしま

した。デザインは、前側にしそジュースと長野の滝 裏面に長野下の彼岸花の里と郷土芸能 

山之口自治会(棒踊り・獅子舞)大馬越自治会(太鼓踊り)山下自治会(太鼓踊り)をカラー写真で

作成いたしました。コミ協活動は勿論でありますが、自治会活動にも貸与いたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大
馬
越
自
治
会
員
に
よ
る
早
朝

奉
仕
作
業
と
防
災
訓
練
実
地 

大
馬
越
自
治
会
に
よ
る
年
二
回
の
清

掃
行
事
の
中
で
、
七
月
三
十
一
日(

日)

午
前
六
時
の
早
朝
か
ら
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
約
四
十
名
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
コ
ミ
セ
ン
の
花
壇
・
広
場
・

河
川
堤
防
敷
・
ア
ジ
サ
イ
園
及
び
つ
つ

じ
の
選
定
ま
で
、
手
際
よ
く
除
草
等
を

し
て
い
た
だ
き
お
盆
前
に
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。 

六
時
三
十
分
か
ら
は
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
ラ
ジ
オ
体
操
、
そ
の
後
薩
摩
川
内

市
東
部
消
防
署
員
に
よ
る
消
火
器
の
使

い
方
な
ど
の
防
火
訓
練
が
あ
り
、
参
加

者
皆
さ
ん
真
剣
に
訓
練
用
の
水
消
火
器

で
消
火
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
火
災
の
予
防
は
日
頃
の
訓
練
が

如
何
に
大
事
で
あ
る
か
を
改
め
て
指
導

を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
地
区
か
ら
無
災
害
で
あ
る
こ
と
を

念
じ
て
い
ま
す
。
当
日
参
加
さ
れ
ま
し

た
自
治
会
員
に
は
紙
面
を
借
り
て
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。 

写
真
上
左
は
、
花
壇
の
除
草
作
業 

写
真
上
右
は
河
川
堤
防
敷
き
の
伐
採 

下
左
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
、 

写
真
下
右
は
水
消
火
器
に
よ
る
訓
練
模

様
で
す
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今
月
の
短
歌(

ま
え
ご
ち
短
歌
会
よ
り
投
稿)  

赤
と
ん
ぼ
見
上
げ
つ
我
は
稲
の
中 

草
取
り
ゆ
け
ば
緑
に
つ
つ
ま
る 

 

宍
野
典
子(

大
馬
越
自
治
会) 

◇肺がん検診 

 開催日 平成２8 年 9 月９日(金)午前８時３０分から 

 場 所 大馬越地区コミセン 

 対象者 事前に申し込みをされ、検診通知のあった方 

９月開催主なコミ協からのお知らせ 
 

◇あいさつ運動 

 実施日 ９月２０日(火) 午前７時１５分から４５分まで 

あいさつ運動箇所 参加者名(敬称略) 

 

コミセン入口 

長元美智子 

村岸 信作 

毎床ヤス子 

 

小学校正門 

松下ハル子 

谷口 正毅 

高木 佳子 

 

宮田ヶ原公民館前 

大園 忠英 

中島 泉美 

久永 行雄 

◇コミセン広場花壇除草作業 

 開催日 平成２8 年 9 月１１日(日)午前６時３０分から 

 場 所 コミセン広場

 内 容 コミセン花壇及び周辺の除草作業 

出席者 環境地域づくり部会員(敬称略)

    大重健吾・扇田紀代美・田中文彦・猪俣雅士・藤井 勝 

    松下俊子・松田邦雄・古川明子・上原重人・山之口自治会代表

２名・竹下浩志・四元桂子・生田チエ子・手打公平・大重リク 

    佐藤律子・森園明紀・宍野清治・黒武者真理子 

◇マイスターによるコミセン広場整地及び生コン舗装作業 

 実施日 ９月２９日(木)午前８時３０分 事前整地作業 

 参加者 宍野伯幸・折田政行・水流信雄・谷口広見・大重富成・谷口熊

太郎・久永主事 

実施日 ９月３０日(金)午前８時３０分 生コン舗装工事 

参加者 萩元善幸・末弘和美・竹下 修・中島好正・棈木正次 

    水流信雄・久永主事 

◇法令講習会【別紙チラシ案内あります】 

 講習会日 ９月２０日(火) 午後１時 30 分  コミセン大会議室 

 参加者  大馬越地区民運転免許証取得者 



 

 

日 曜日 時間 行      事 日 曜日 時間  行      事 

１ 木 
 長野地区可燃ごみ 

合同挨拶運動 
16 金 

 

13:15 

大馬越地区可燃ごみ 

水引自治会視察研修受入 

2 金  大馬越地区可燃ごみ 17 土   

3 土 
9:30 老人会運動会 

(入来町体育館) 
18 日 

11:30 大馬越地区自治会敬老会 

(コミセン) 

4 日 
  

19 月 
敬老の

日 

長野地区可燃ごみ 

国道３２８号線かずら伐採作業 

5 月 

 長野地区可燃ごみ 

長野地区不燃ごみ 20 火 

 

7:15 

13:30 

大馬越地区可燃ごみ 

あいさつ運動 

法令講習会(コミセン) 

6 火  大馬越地区可燃ごみ 21 水   

7 水 15:00 コミ主事会議 22 木  長野地区可燃ごみ 

8 木 

 長野地区可燃ごみ 

23 金 

 大馬越地区可燃ごみ 

大馬越地区資源ごみ 

長野地区資源ごみ 

9 金 

8:30 肺がん検診(コミセン) 

大馬越地区可燃ごみ 

大馬越地区資源ごみ 

長野地区資源ごみ 

24 土  

 

10 土  
 

25 日 
 

 

 

11 日 

6:30 

 

10:00 

コミセン花壇除草 

粗大ごみ搬入(入来支所) 

長野下運動会・敬老会・

金婚祝 

26 月  

大馬越地区不燃ごみ 

長野地区可燃ごみ 

12 月  長野地区可燃ごみ 27 火 
 

10:00 

大馬越地区可燃ごみ 

短歌会 

13 火  大馬越地区可燃ごみ 28 水 
  

14 水 10:00 
大馬越地区合同サロン 

(コミセン屋外ステージ) 
29 木 

 

8:30 

長野地区可燃ごみ 

コミセン広場舗装事前整地 

15 木 

 

15:00 

長野地区可燃ごみ 

入来地域地区コミ会長会

議(八重地区コミセン) 

30 金 

 

8:30 

大馬越地区可燃ごみ 

コミセン広場舗装工事 

※9月 14 日(水)10 時 大馬越地区コミセン屋外ステージに是非ご来場ください。 

大馬越地区コミュニティ協議会 ９月のカレンダー 


